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十
月 

別
名 

神
無
月
（か
ん
な
づ
き
）、
建
亥
月
（け

ん
が
い
げ
つ
）、
孟
冬
（も
う
と
う
） 

神
無
月
の
方
が
面
白
い
が
、
神
嘗
祭
（か
ん
な
め
さ
い
） 

が
月
名
の
由
来
と
考
え
ま
す
。 

『十
月
の
花
』 

野
紺
菊(

の
こ
ん
ぎ
く)

、
野
原
薊
（の
は
ら
あ
ざ
み
）、 

富
士
薊
（ふ
じ
あ
ざ
み
）、
杜
鵑
草
（ほ
と
と
ぎ
す
）
、 

鶏
頭
、
金
木
犀(

キ
ン
モ
ク
セ
イ)

、
コ
ス
モ
ス 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『十
月
の
言
葉
』 

『寒
露
（か
ん
ろ
）』露
が
冷
た
く
感
じ
ら
れ
て
く
る
こ
ろ
の

こ
と
。
空
気
が
澄
み
、
夜
空
に
冴
え
冴
え
と
月
が
明
ら
む
季

節
。 

『釣
瓶
落
と
し
（つ
る
べ
お
と
し
）』秋
は
、
日
が
傾
い
て
き
た
か 

と
思
っ
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
西
空
が
茜
色
に
染
ま
り 

日
が
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
釣
瓶
は
井
戸
か
ら
水
を
く
み
上 

げ
る
滑
車
を
使
っ
た
桶
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
日
の
沈
む
の
が 

井
戸
の
底
へ釣
瓶
が
サ
ー
ッ
と
落
ち
て
ゆ
く
よ
う
だ
と
た
と 

え
て
い
ま
す
。
山
頂
を
め
ざ
し
て
山
道
を
登
っ
て
行
き
、
ふ
と 

振
り
返
っ
た
と
き
に
今
来
た
道
の
闇
の
深
さ
に
驚
き
、
あ
わ 

て
て
引
き
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

『菊
枕
』旧
暦
九
月
九
日(

十
月
二
十
八
日)

の
重
陽
の
日
に 

摘
ん
だ
菊
の
花
び
ら
を
、
乾
か
し
て
詰
め
も
の
に
し
、
菊
枕 

を
作
り
ま
す
。
菊
の
香
り
漂
う
寝
心
地
に
、
恋
す
る
人
が
夢 

に
現
れ
る
と
言
わ
れ
、
女
性
か
ら
男
性
に
贈
ら
れ
た
と
か
。 

漢
方
で
は
解
熱
に
用
い
ら
れ
る
菊
は
、
邪
気
を
払
い
、
長
寿 

を
得
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

采
菊
東
籬
下 

 

菊
を
采
（と
）る
東
籬
（と
お
り
）の
下
（も
と
） 

悠
然
見
南
山 

 

悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

陶
淵
明｢

飲
酒
二
十
首｣

よ
り 

『菊
晴
れ
』菊
の
花
の
咲
く
こ
ろ
に
青
空
が
晴
れ
渡
る
こ
と
。 

菊
は
仙
人
の
住
む
あ
た
り
に
咲
く
花
と
さ
れ
、
菊
に
降
り
た 

朝
露
で
体
を
ぬ
ぐ
う
と
長
寿
に
な
る
と
さ
れ
ま
し
た
。 

『神
嘗
祭(

か
ん
な
め
さ
い)

』五
穀
豊
穣
に
感
謝
し
て
、
そ
の 

年
と
れ
た
米
の
初
穂
を
天
照
大
神
に
奉
る
伊
勢
神
宮
の 



祭
り
が
神
嘗
祭
で
す
。
神
饗
（か
み
あ
え
）
か
ら
来
た
こ 

と
ば
と
言
わ
れ
ま
す
。
饗
は
、
食
事
で
も
て
な
す
と
い
う 

意
味
で
す
。 

『霜
降
（そ
う
こ
う
）朝
夕
に
冷
え
込
み
が
強
く
な
り
、
霜 

が
降
り
る
こ
ろ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
初
め
は
山
の
方
で
、 

だ
ん
だ
ん
平
野
に
も
や
っ
て
き
ま
す
。 

『十
三
夜
』中
秋
の
名
月(
十
月
四
日)

と
と
も
に
、
後
（
の 

ち
）
の
月
と
呼
ば
れ
る
旧
暦
九
月
十
三
日(

十
一
月
一
日) 

の
十
三
夜
も
名
月
と
し
て
月
見
を
す
る
楽
し
み
が
あ
り 

ま
す
。
十
三
夜
の
こ
ろ
に
収
穫
さ
れ
る
作
物
に
ち
な
み
、 

栗
名
月
、
豆
名
月
と
も
呼
び
ま
す
。
十
五
夜
と
併
せ 

て
、
二
夜
（
ふ
た
よ
）の
月
と
呼
び
、
十
五
夜
だ
け
を
眺 

め
て
、
十
三
夜
を
見
な
い
の
は
、
片
見
月
（か
た
み
つ
き
） 

と
し
て
忌
み
嫌
わ
れ
ま
し
た
。 

『初
時
雨(

は
つ
し
ぐ
れ)

』ふ
い
に
強
い
雨
が
降
り
か
か 

り
、
見
る
間
に
去
っ
て
は
青
空
が
広
が
る
時
雨
は
、
晩
秋 

か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
空
模
様
で
す
。
ひ
と
と
こ
ろ
だ
け 

に
降
る
片
時
雨
、
横
な
ぐ
り
の
横
時
雨
、
ま
た
時
間
で
、 

朝
時
雨
、
夕
時
雨
、
小
夜
時
雨
と
言
い
ま
す
。 

       

『十
月
の
暦
』 

 
  

一 

日  

労
働
衛
生
週
間
、
法
の
日
、
東
海
道
新
幹
線

開
業(

昭
和
三
十
九
年) 

 
 

 

四 

日 
 

十
五
夜
、
里
親
デ
ー 

 
 

 

五 

日 
 

福
島
二
本
松
提
灯
祭
、
達
磨
忌 

 
 

 

八 

日 
 

寒
露
、
木
の
日 

 
 

 

九 

日 
 

体
育
の
日
、
世
界
郵
便
デ
ー 

 
 

 

十 

日 
 

目
の
愛
護
デ
ー
、
香
川
金
刀
比
羅
宮
祭 

   

十
二
日 

 

芭
蕉
忌
、
元
禄
七
年(

一
六
九
四)

没 

   

十
三
日 

 

日
蓮
上
人
忌
、
初
の
麻
酔
手
術(

一
八
〇
四)

紀
州
蘭
方
医
、
華
岡
青
洲
、
乳
が
ん
手
術
。 

   

十
四
日 

 

鉄
道
の
日 

 
 

十
七
日 

 

貯
蓄
の
日 

 
 

 

十
八
日 

 

統
計
の
日 

 
 

 
二
十
日 

 

土
用 

 
 

二
十
一
日 

 

灯
り
の
日
、
エ
ジ
ソ
ン
白
熱
電
球
を
発
明

(

一
八
七
九) 

二
十
三
日  
霜
降 

二
十
四
日 

 
国
連
の
日 

二
十
六
日 

 

原
子
力
の
日 

二
十
七
日 

 

読
書
週
間(
十
一
月
九
日
ま
で) 

二
十
八
日 

 

パ
ン
ダ
上
野
に
到
着(

一
九
七
二) 

三
十 

日 
 

紅
葉
忌
、
明
治
三
十
六
年
没 

 
   

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
九
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『 

今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

 
 

 
  

  
   

   
   

   
   

   
   

 
 
 

    

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は 

 
 

十
二
月
三
日
（日
） 

平
成
三
十
年 

一
月
七
日
（日
） 

三
、
休
診
の
お
知
ら
せ 

 
 

十
一
月
二
十
四
日
（金
）、
二
十
五
日(

土
） 

二
十
七
日
（月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

四
、
年
末
年
始
休
暇 

 

十
二
月
二
十
九
日
～
平
成
三
十
年
一
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
イ
ー
ク(

小
野
中) 

   

九
月
四
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で 

 

ふ
た
り
の
生
徒
さ
ん
が
一
緒
に
診
療
に
が
ん 

 

ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
在
宅
医
療
中
の
方
に
も
ご 

 

 

了
解
い
た
だ
き
、
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
語
り 

 

り
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
経
験
が
、
お
二
人
の
人
生
に
よ
い
想 

 

い
出
と
な
り
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

   



七
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

       

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

八
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
九
月
か
ら
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で 

 

 

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で
に
受
付 

 

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp://

w
w
w
.raijin.com

/
ken

ko/ 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

あ
の
町
こ
の
町 

 
 

 
  

作
詞 

野
口
雨
情 

                     

作
曲 

中
山
晋
平 

 
 

 

一
、
あ
の
町 

こ
の
町 

 
 

 

日
が
暮
れ
る 

日
が
暮
れ
る 

 
 

 

今
き
た 

こ
の
道 

 
 

 

か
え
り
ゃ
ん
せ 

か
え
り
ゃ
ん
せ 

二
、 

お
家
が 

だ
ん
だ
ん 

 
 

 

遠
く
な
る 

遠
く
な
る 

 
 

 

今
き
た 

こ
の
道 

 
 

 

か
え
り
ゃ
ん
せ 

か
え
り
ゃ
ん
せ 

三
、
お
空
に 

夕
べ
の 

 
 

 

星
が
で
る 

星
が
で
る 

 
 

 

今
き
た 

こ
の
道 

 
 

 

か
え
り
ゃ
ん
せ 

か
え
り
ゃ
ん
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（大
正
十
四
年
） 

中
山
晋
平
は
明
治
二
十
年
、
長
野
県
中
野
市
に
生 

ま
れ
ま
し
た
。
晋
平
が
尋
常
小
学
校
に
入
っ
た
年
に

村
長
だ
っ
た
父
親
が
亡
く
な
り
、
尋
常
小
学
校
を
終

え
た
晋
平
は
小
諸
の
呉
服
屋
に
丁
稚
奉
公
に
入
り

ま
し
た
。 

し
か
し
、
お
母
さ
ん
恋
し
さ
に
一
カ
月
で
や
め
て
故

郷
に
帰
り
ま
す
。
夕
闇
せ
ま
る
三
里
の
山
道
を
、
生

れ
育
っ
た
村
を
め
ざ
し
て
走
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
と
い

い
ま
す
。 

月曜 歯科の保険診療と自費診療 

火曜 歯科訪問診療をご存知ですか？ 

水曜 歯周病になるとどうなるか 

木曜 歯の神経を取ったまま放置したら

どうなるの？ 

金曜 差し歯の知識 

土日 オーラルフレイル 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


こ
の
様
な
少
年
時
代
の
思
い
が
、
野
口
雨
情
の
詩
への
共
感

を
生
ん
で
出
来
た
歌
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

他
の
評
で
、
こ
の
頃
、
日
本
が
暗
い
時
代
に
入
っ
て
行
く
こ

ろ
で
し
た
の
で
、
今
行
こ
う
と
し
て
い
る
道
を
引
き
返
し
て

ほ
し
い
と
い
う
詩
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
と
す
る

解
釈
を
み
ま
し
た
が
、
時
代
が
時
代
だ
け
に
捨
て
が
た
い

気
が
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
考 

学
習
研
究
社 

私
の
心
の
歌
（秋
）  

 
 

 
 

デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
・
ジ
ャ
パ
ン
日
本
の
う
た
こ
こ
ろ
の
歌 

 
 

 

 

け
ん
こ
う 

（九
十
五
） 

防
災
に
つ
い
て 

は
じ
め
に 

『必
ず
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
西
日
本
を
襲
う
』  

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

1
9
95.01.1

7
 

阪
神
淡
路
大
震
災  

 
 

201
1.03.11

 

東
日
本
大
震
災  

 
 

201
6.04.14.1

6
 

熊
本
地
震  

 

の
経
験
か
ら
私
た
ち
が
学
べ
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま 

し
ょ
う
。 

一
、
東
日
本
大
震
災
の
人
的
被
害 

２
０
１
１
年
（平
成
２
３
年
）
１
２
時
４
６
分 

発
生 

 

死
亡
者
数 

 
 

 
 
 

１
９
０
０
０
名 

 
行
方
不
明
者
数 

 
 

２
６
０
０
名 

 

 
 

命
は
助
か
っ
た
が
、
家
を
失
い
、
肉
親
を
失
い
、
働
く 

 

 
 

場
所
を
失
い
、
仮
設
住
宅
で
体
調
を
壊
し
自
殺
し 

  

   

た
人
が
３
０
０
０
人
以
上
。
仮
設
住
宅
入
所
者
数 

 
 

 
 

２
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奇
跡
の
一
本
松 

 

二
、
津
波
以
外
の
地
震
時
の
災
害 

液
状
化
、
火
災
、
が
け
崩
れ 

溜
め
池
決
壊
（死
者
あ
り
） 

三
、
日
本
の
国
土
の
特
徴 

Ｍ
Ｇ 

５
以
上
の
地
震
の
可
能
性
の
あ
る
個
所
は
環

太
平
洋
に
び
っ
し
り
あ
り
ま
す
。  

日
本
の
国
土
は
地
球
の 

１/

４
０
０
（
０
．
２
５
％
）で

す
が
、
Ｍ
Ｇ 

６
以
上
の
地
震
の
起
こ
る
頻
度
は 

 

２
１
％
、
火
山
の
噴
火
は
、
７
％
（１
１
１
件
）  

と
日
本
列
島
に
集
中
し
て
い
ま
す
。  

四
、
地
下
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
震 

地
球
を
卵
に
例
え
る
と
、 

 
 

黄
身 

 
 

核
（
６
０
０
０
℃
） 

 
 

白
身 

 
 

マ
ン
ト
ル
（１
６
０
０
℃
） 

 
 

殻 
 

 
 

 

地
殻 

＊
マ
ン
ト
ル
対
流
で
地
殻
下
層
の
プ
レ
ー
ト
が
動
き
ま
す
。 

地
球
に
は
数
十
～
百
枚
の
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
が
、
日

本
で
４
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
衝
突
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積

さ
れ
、
地
震
、
マ
グ
マ
流
出
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

五
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
何
が
起
き
た
か
？ 

極
め
て
対
照
的
な
備
え
と
被
害
が
起
き
ま
し
た
。 

 
 

１
．
石
巻
で
は 

失
わ
れ
た
命 

 

釜
石
で
は 

守
ら
れ
た
命  

 

２
．
何
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
？ 

 
 
 
 
 

交
通
事
故
は
、
こ
ど
も
の
と
き
か
ら
訓
練
さ 

    

れ
て
い
る
が
、
地
震
・洪
水
に
つ
い
て
は
、
ほ
と 

    

ん
ど
訓
練
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。  

 

３
．
日
ご
ろ
か
ら
の
地
震
津
波
の
知
識
と
訓
練
の

有
無
が
災
害
か
ら
の
被
害
の
大
き
さ
を
分
け

ま
し
た
。 

六
、
失
わ
れ
た
命
（石
巻
の
例
） 

大
川
小
学
校
は
、
海
か
ら 

４
ｋ
ｍ
の
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
し
た
。
時
計
は 

３
時
３
７
分
で
止
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
震
発
生
後 

５
１
分
後
に

津
波
に
襲
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
ま
す
。
県
の

予
想
図
で
は
、
津
波
は
心
配
な
い
、
と
し
て
避
難
場

所
に
当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
モ
ダ
ン
な
校
舎
は
跡

形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
教
師
１
３
名
中

１
１
名
が
在
校
、
児
童 

１
０
８
名
中
、
３
０
名
帰

宅
、
７
８
名
が
在
校
し
て
い
ま
し
た
。
８
９
名
中
８
４

名
（
９
５
％
）が
死
亡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。  

七
、
石
巻
の
ま
と
め 

・
５
１
分
間
何
も
せ
ず
校
庭
で
点
呼
を
と
っ
て
い
た  

・そ
の
う
ち
消
防
車
が
来
て
『津
波
が
来
る
ぞ
』と 

言
っ
た
。  

・子
供
達
を
連
れ
て
海
抜
６
ｍ
の
橋
の
た
も
と
に
避 

 

難
途
中
遭
難
し
、
全
員
８
４
名
が
死
亡
、
５
名
は

ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

  
 

・津
波
の
恐
さ
を
知
ら
な
か
っ
た  

・行
政
指
定
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
い
こ
ん
だ  

・海
か
ら
離
れ
て
い
る
し
、
昔
に
も
来
た
こ
と 

  

が
な
か
っ
た
か
ら
安
心
し
て
い
た 

・津
波
警
報
を
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
も
ま
ず
か

っ
た  

・『津
波
て
ん
で
ん
こ
』と
い
う
言
葉
も
忘
れ
ら  

れ
て
い
た
。
て
ん
で
ん
こ
、
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
、
と
い
う
意
。 

八
、
守
ら
れ
た
命
（釜
石
の
例
） 

人
口
４
万
人
、
１
０
４
４
人
（
２
．
５
％
）
が
死
亡 

小
中
合
わ
せ
て 

１
４
校
、
在
学
者
２
９
３
１
名
５

名
死
亡
、
９
９
．
８
％
が
助
か
り
ま
し
た
。 

＊
な
ぜ
助
か
っ
た
の
か
？ 

 

 
 

小
学
校
校
舎
の
３
階
を
越
え
る
津
波
が
来
た
跡

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
３
５
０
名
全
員
が
助
か
る
。  

東
中
学
（小
学
校
か
ら
１
０
０
ｍ
）校
舎
の
４
階
ま
で

破
損
。
２
１
２
名
全
員
が
助
か
る
。 

 
 

 

群
馬
大
学
工
学
部 

片
田
敏
孝
教
授
の
関
わ
り 

 

Ｈ
１
６
（８
年
前)

か
ら
、
『
三
陸
の
子
供
達
は
確
実

に
津
波
に
襲
わ
れ
る
』
と
考
え
群
馬
か
ら
通
っ
て
学

習
さ
せ
た
こ
と
が
９
９
％
の
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
。  

３
つ
の
教
え
；  

 
 

①
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
信

用
す
る
な  

 
 

②
最
善
を
尽
く
し
て
高
い
と
こ
ろ
へ、 

『津
波
が
来
る
ぞ
』と
言
い
な
が
ら
逃
げ
る
。 

③
揺
れ
た
ら
率
先
し
て
避
難
者
に
な
れ
！  

具
体
的
な
教
訓 

  

①
『津
波
て
ん
で
ん
こ
』を
教
え
、
家
族
に
教
え
さ

せ
た
。  

②
と
に
か
く
高
い
と
こ
ろ
へ 

の
ぼ
れ 

③
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
考
え
る  



④
自
分
（こ
ど
も
）の
こ
と
は
考
え
な
く
て
よ
い

か
ら
、
迎
え
に
来
な
い
よ
う
に
と
親
に
話
さ

せ
た
。  

⑤
大
き
な
揺
れ
の
あ
と
は
大
き
な
津
波
が
来
る  

＊
最
初
に
教
え
た
子
供
達
は
中
３
く
ら
い
に

な
っ
て
い
て
消
防
団
以
上
の
活
躍
を
し
た
。 

 
 

津
波
の
結
果
と
生
徒
た
ち
の
行
動 

①
ハ
ザ-

ド
マ
ッ
プ
で
は
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
３
７
分
後
に
津
波
が
来
た
。
学
校

は
海
岸
か
ら
７
０
０
ｍ
し
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。  

②
小
中
合
同
で
避
難
訓
練
を
日
ご
ろ
や
っ
て
い
た
。
お

年
寄
り
を
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
押
す
な
ど
。
そ
し

て
当
日
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
中
２
生
徒
が
揺
れ
を
感
じ

『津
波
が
来
る
ぞ
』と
い
い
な
が
ら
逃
げ
出
し
た
。
先

生
は
校
舎
の
３
Ｆ
に
誘
導
す
る
の
を
止
め
て
一
緒

に
逃
げ
だ
し
た
。  

③
合
同
で
逃
げ
る
場
所
に
来
た
が
、
が
け
崩
れ
が
あ
っ

た
の
で
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
へと
生
徒
が
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
、
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
に
移
動
し
、
間
一
髪
で

助
か
っ
た
。  

④
中
学
生
が
小
学
生
の
手
を
引
い
て
い
る
写
真
が
あ
る 

⑤
大
人
は
、
何
で
逃
げ
る
ん
だ
と
い
う
顔
を
し
て
み
て

い
た
が
、
そ
の
後
大
人
も
逃
げ
だ
し
て
助
か
っ
た
。 

⑥
そ
の
大
人
の
あ
と
に
中
学
生
が
老
人
の
乗
っ
た
車
い

す
を
押
し
て
逃
げ
て
来
た
。
子
供
た
ち
を
抱
っ
こ
し

て
い
る
姿
も
残
っ
て
い
る
。  

⑦
家
の
な
か
の
物
の
固
定
も
日
ご
ろ
か
ら
し
て
あ
っ
た  

⑧
大
人
た
ち
は
、
『子
供
た
ち
に
助
け
ら
れ
た
』
と
言

っ
た
。  

⑨
そ
し
て
、
１
０
４
４
名
の
犠
牲
者
（で
す
ん
だ
？
）  

⑩
こ
ど
も
た
ち
は
、
奇
跡
で
は
な
く
訓
練
に
よ
る
実
績 

だ
と
言
っ
た
。  

釜
石
の
備
え 

①
市
の
教
育
委
員
会
が
片
田
先
生
と
一
緒
に
な
り 

 

 

海
の
恐
さ
と
と
も
に
海
の
恵
み
も
教
え
て
い
た
。  

②
避
難
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
料
理
を
作
り
ま
し 

ょ
う
ね
。  

③
３
ｍ
の
津
波
は
何
セ
ン
チ
？  

④
６
０
０
ｍ
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
１
０
ｍ
／
秒
の
津

波
が
来
た
ら
何
秒
後
に
到
達
す
る
で
し
ょ
う
、

な
ど
。  

九
、
そ
の
他
の
災
害
時
の
注
意(

箇
条
書
き
、
順
不
同) 

 

①
最
初
の
地
震
情
報
は
地
震
後
２
分
間
く
ら
い
の

情
報
解
析
で
、
１
５
分
後
に
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
が

あ
っ
た
。
１
回
の
情
報
だ
け
で
行
動
を
決
め
な
い
よ

う
に
。 

②
停
電
を
考
え
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
カ
ー
ラ
ジ
オ 

 

③
い
ま
大
き
な
揺
れ
が
来
た
ら
ど
う
し
ま
す
か 

  
 

 

そ
の
後
ど
う
し
ま
す
か
？
机
が
小
さ
か
っ
た
ら
、 

料
理
中
だ
っ
た
ら
。 

④
揺
れ
が
止
ま
っ
た
ら
、
戸
、
窓
を
開
け
て
お
く
（閉

じ
込
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
）  

⑤
机
の
無
い
と
こ
ろ
で
は
ど
う
す
る
か
？  

⑥
建
物
が
大
丈
夫
で
も
天
井
板
や
照
明
が
落
ち
て 

 

く
る
の
を
ど
う
防
ぎ
ま
す
か
？  

⑦
通
学
路 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
自
販
機
が
あ
る
と
、
倒
れ

る
危
険 

 

⑧
ビ
ル
の
下
は
ガ
ラ
ス
の
雨 

 

⑨
家
具
の
固
定
（最
低
寝
室
の
家
具
の
固
定
）  

⑩
通
電
火
災
に
注
意 

 

⑪
３
日
分
の
非
常
食 



♀ 

１
０
ｋ
ｇ
、
♂ 

１
５
ｋ
ｇ  

⑫
給
水
・停
電
は
自
分
で
備
え
る
。  

⑬
お
薬
手
帳
、
入
れ
歯
（重
要
）  

⑭
ト
イ
レ 

 
簡
易
ト
イ
レ
：排
便
を
減
ら
そ
う 

と
し
て
水
を
飲
ま
ず
に
い
る
と
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
を
起
こ
す
。  

⑮
水
の
必
要
量 

 

３
Ｌ
，
透
析 

２
０
０
Ｌ  

⑯
水
・電
気
の
５
０
％
普
及
、
回
復
に
は
６
日
は

か
か
る
。  

⑰
避
難
所
は
大
丈
夫
か
？
・途
中
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
な
い
か
？ 

避
難
ビ
ル
に
間
に
合
わ
な
い
と
き

は
あ
く
ま
で
高
い
所
へ。  

⑱
ヘリ
への
合
図
用
、
赤
・黄
２
ｍ
、
２
ｍ
の
布
を
用

意
す
る
。  

⑲
訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加
せ
よ
。  

十
、
あ
と
が
き 

 
 

２
０
１
６
年
２
月
１
４
日
、
大
分
で
行
わ
れ
た
気

象
予
報
士
・防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
花
宮
廣
務
さ

ん
の
講
演
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
た
の
で

こ
れ
を
筆
記
し
、
い
く
つ
か
の
資
料
と
合
わ
せ
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら

ご
哀
悼
の
気
持
ち
を
捧
げ
ま
す
。 

ま
た
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
希
望
が
与
え

ら
れ
、
一
日
も
早
く
平
安
な
生
活
が
で
き
ま
す

よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

今
回
紹
介
し
た
被
害
例
で
、
特
に
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
て
し
ま
っ
た
石
巻
の
こ
と
を
記
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
非
難
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
ら
お

許
し
く
だ
さ
い
。
決
し
て
そ
の
よ
う
な
つ
も
り
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
行
政
は
、
こ
の
悲
劇
を
一
時
的

な
も
の
と
し
て
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
永
久
に
無
い

よ
う
に
と
望
み
ま
す
。 

災
害
対
策
に
関
す
る
書
物
と
し
て
は
、
東
京
都
が

出
版
し
て
い
る
『東
京
防
災
』と
い
う
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
図
表
が
多
く
分
か
り
や
す
い
の
で
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
四
十
二
） 

フ
ァ
ン
と
信
仰
（一
） 

◇
不
思
議
な
こ
と
は
、
兄
弟
は
六
人
い
た
の
に
こ
の 

力
士
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
と
い
う 

こ
と
で
す
。
闘
志
の
激
し
さ
は
角
界
一
と
い
わ
れ
な 

が
ら
や
や
泣
き
顔
の
小
兵
力
士
は
、
出
世
と
は
無 

縁
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
後
に
、
４
５ 

代
横
綱
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 

 

◆
恐
ら
く
小
結
関
脇
の
こ
ろ
か
ら
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
だ

ろ
う
が
、
テ
レ
ビ
も
無
い
時
代
、
ど
う
し
て
数
多
く
の

力
士
の
な
か
か
ら
こ
の
力
士
を
え
ら
ん
だ
の
か
は
ま

っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

◇
熱
狂
的
小
学
生
フ
ァ
ン
だ
っ
た
の
で
、
相
撲
の
話
に

な
る
と
仲
間
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
６
０

年
経
っ
た
今
で
も
小
学
校
時
代
の
同
級
生
か
ら
は
、

当
時
を
思
い
だ
し
て
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

◆
風
呂
に
入
っ
た
と
き
に
は
、
ラ
ジ
オ
実
況
放
送
を

ま
ね
て
取
り
組
み
を
演
じ
る
も
の
だ
か
ら
母
か
ら
は
、

『気
が
狂
っ
て
る
！
』と
う
る
さ
が
ら
れ
、
叱
ら
れ
ま

し
た
。
自
分
が
す
る
実
況
で
の
勝
敗
は
常
に
こ
の
力

士
の
勝
ち
で
し
た
。 

◇
や
が
て
大
関
に
進
み
、
横
綱
に
な
っ
た
ら
も
う
負

け
越
し
て
も
下
が
る
こ
と
は
な
い
か
ら
早
く
横
綱
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
実
は
横
綱

は
負
け
越
し
が
続
く
よ
う
で
は
引
退
し
な
け
れ
ば
な



ら
な
い
こ
と
を
後
で
知
っ
て
、
相
撲
は
い
つ
ま
で
も

気
を
抜
く
こ
と
の
で
き
な
い
仕
事
な
ん
だ
と
納

得
し
ま
し
た
。 

◇
こ
の
力
士
は
十
人
兄
弟
で
父
の
い
な
い
家
族
を

を
養
う
た
め
に
相
撲
界
に
入
っ
た
の
で
し
た
。
大

関
、
関
脇
、
小
結
、
前
頭
を
上
が
り
下
が
り
し
て

い
て
も
給
料
が
あ
れ
ば
、
家
族
を
養
え
る
が
、
横

綱
に
な
っ
て
負
け
越
し
て
引
退
す
る
よ
う
な
こ
と

に
な
れ
ば
家
族
を
養
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら

と
言
っ
て
、
横
綱
昇
進
を
固
辞
す
る
と
い
う
、
今

聞
け
ば
う
そ
の
よ
う
な
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

◆
昇
進
が
決
ま
っ
た
と
き
、
小
部
屋
出
身
で
か
つ

敗
戦
後
の
こ
と
と
て
化
粧
回
し
が
手
に
入
ら
ず
、

困
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
に
『こ
れ
を
使

え
』と
貸
し
て
く
れ
た
の
が
、
名
横
綱
双
葉
山
だ

っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 

ブ
ロ
マ
イ
ド
か
ら
４
４
代
横
綱
栃
錦

 

 

◇
わ
た
し
と
同
じ
部
落
に
住
む
一
才
と
四
才
年
上

の
二
人
の
兄
弟
が
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
力
士
の
ラ
イ
バ

ル
を
応
援
し
、
わ
た
し
の
力
士
の
悪
口
を
言
う
の
で
、

言
い
争
い
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
し
た
。
こ
の
ふ

た
り
は
理
屈
が
立
っ
て
弁
舌
に
長
じ
て
い
た
の
で
、
い

つ
も
防
戦
一
方
で
し
た
が
、
泣
き
な
が
ら
も
必
死
で

抗
戦
し
て
い
ま
し
た
。 

◇
わ
た
し
が
好
き
だ
っ
た
こ
の
力
士
は
横
綱
に
な
っ 

て
か
ら
も
下
位
の
も
の
に
時
々
立
ち
会
い
に
す
ば
や 

く
身
を
か
わ
し
、
一
瞬
の
出
し
投
げ
で
勝
っ
て
い
る 

勝
負
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
長
姉
は｢

横
綱
の
使
う 

技
で
は
な
い
、
卑
怯
だ
っ｣

と
わ
た
し
に
向
か
っ
て
言 

う
の
で
わ
た
し
は
た
じ
た
じ
で
し
た
。
父
と
母
の
顔 

を
覗
き
込
む
が
、
二
人
と
も
に
や
に
や
し
て
加
勢
し 

て
く
れ
ま
せ
ん
。 

姉
は
こ
う
い
う
こ
と
を
極
端
に
嫌
う
性
格
で
、
そ
の 

後
の
わ
た
し
の
善
悪
の
基
準
は
姉
の
気
持
ち
に
沿
っ 

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

◆
だ
か
ら
同
じ
く
立
ち
会
い
の
こ
と
を
こ
の
ふ
た
り 

の
兄
弟
か
ら
も
責
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
辛
く
感 

じ
ま
し
た
。
わ
た
し
に
責
任
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ 

た
が
、｢

体
が
小
さ
い
か
ら
仕
方
が
な
い
の
に
…｣

と 

歯
切
れ
の
悪
い
言
い
訳
に
も
嫌
気
が
さ
し
て
い
る
こ 

と
に
気
づ
き
始
め
て
い
ま
し
た
。 

◇
確
か
に
ラ
イ
バ
ル
の
相
手
横
綱
も
同
じ
よ
う
な
小 

兵
力
士
だ
っ
た
が
、
正
攻
法
に
徹
し
気
風
の
良
さ
で 

格
段
上
で
し
た
。
こ
の
ラ
イ
バ
ル
横
綱
の
師
匠
が
栃 

木
山
と
い
う
凄
い
伝
説
的
力
士
で
、
身
長
１
７
２
ｃ
ｍ 

体
重
１
０
３
ｋ
ｇ
で
史
上
最
軽
量
横
綱
な
が
ら
、
豪 

快
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
我
が
あ
こ
が
れ
の
ヒ
ー 

ロ
ー
は
二
番
目
に
軽
量
の
横
綱
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い 

ま
す
。 

◆
栃
木
山
は
３
回
連
続
優
勝
し
た
後
、
さ
っ
さ
と
引 

退
し
ま
す
。
そ
し
て
６
年
後
、
全
日
本
力
士
選
手
権 

(

プ
ロ
も
ア
マ
チ
ュ
ア
も
参
加
で
き
る)

に
出
場
し
当
時 

の
横
綱
ま
で
破
っ
て
優
勝
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
プ
ロ 

の
相
撲
協
会
か
ら
は
煙
た
が
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

◇
そ
の
小
兵
、
怪
力
栃
木
山
の
弟
子
の
ラ
イ
バ
ル
横 

綱
、
栃
錦
も
、
師
匠
譲
り
の
気
風
の
良
さ
か
ら
か
、 

１
４
戦
全
勝
同
士
で
ラ
イ
バ
ル
の
初
代
若
乃
花
と
千 

秋
楽
優
勝
決
定
戦
を
戦
い
、
敗
れ
て
し
ま
う
と
、
次 

場
所
初
日
か
ら
２
連
敗
し
た
あ
と
、
あ
っ
さ
り
引
退 

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

◆
栃
若
時
代
と
い
う
相
撲
人
気
に
火
を
つ
け
た
二 

人
は
現
役
を
去
っ
て
か
ら
も
ふ
た
り
で
協
力
し
合 

い
な
が
ら
相
撲
界
の
改
革
を
進
め
ま
し
た
。 

栃
錦
は
、
平
成
２
年
に
６
５
歳
で
、
若
乃
花
は
、
平 

成
２
２
年
８
２
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
（つ
づ
く
） 


